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第 2部の rPRJも第 1部の広告と司じような構成で展開されている。最初の部分，
76 (320) 第102巻第4号
すなわち第2章以下， PRの意義をはじめ， PRの本質， PRの機能， PRの認識， P 



















































マーシャル， A. C ピグーなどの経済辛苦やリーパーやボーデンなEの商業学岩の誇
説がある。例ええば， マーシャノレやピグーは広告を二つに分け，建設的広告や報知的広
告は社会酌浪費ではないが，資本主嵩社会の競争にもとずく戦闘的， 説得的，競争的，
操縦的広告は浪費であると玉張している。だとすれば，社会主義社会においては，後者
の浪費的な広告がな〈なり，報知的，建設的広告のみが残存するのであろうかu また報
知的広告と説得的広告との区別を一体どのようにつけたらよいのであろうか。 この点は
必ずしも本書でとりあげられた問題ではないが，かねがね疑問とするところである。
細部にづいても，種々な疑問や問題がないわけではとzいが， とれらの問題は必ずしも
本書の価値を全面的に否定するものでもなし またその優れた意図の意義壱抹殺するも
のではなしことをお断りしたい。
